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1、 はじめに

以前、 日本語教師 として国内の専門学校に勤務 していた際、発音の授業 を担当 した

ことがあった。当時の私は何を どう教えていいのか も分か らず、単音 ・単語 レベルの

ミニマルペアの聞 き取 りや リピー ト練習を毎回行 っていた。そのよ うな単調な授業 に

対 して、学習者 も退屈そ うであ り、私 自身 もモヤモヤ と した ものを抱 えていた。

そんな過去の反省 か ら、2002年 秋学期にr音 声教育実践研究』を履 修 した。実践 研

究の時間に発音の知識や教授法 について先生や院 生仲間 と意見交換を し、その後r発

音Aク ラス」で実践を行 った。毎回新 しい発見が多 く、自分の中で うま く消化できな

い点があった、もう一度 この授 業を体験 し学んだことを しっか り身に付けたい と思 い、

次の学期か らr発 音Aク ラス」の教務補助 をす ることにな った。

2.授 業の流れ と教務補助の内容

r発音Aク ラス」の授業は 『コミュニケーシ ョンのための発 音 レッス ン』を用い、1

コマ(90分)1課 ずつ進めてい く。は じめの30分 は戸 田先生が クラス全体 に対 し、学

習課の動機付 けと導入、聞き取 り・聞 き書きを行 う。次の30分 は クラスを2つ のグル

ープに分け、それぞれの グル ープに先生 と教務補助が入 り、学習項 目の練習を行 う。

最後の30分 は小 さいグループ(主 に母語別)に 分かれ、実習生(大 学院生)が 練習 し

た発音 を実際 の場面ではどのよ うに使 うか、ゲー ムや ロールプ レイを通 して応用練習

を行 う。

教務補助の仕事内容 は大きく授業前、授 業中、授業後に分け られ る。

授業前には先生と授 業の進 め方の打ち合わせを行 い、授業に用い る補助教材の作成

を行 う。 「発音A」 は初級後半の学習者を対象 としてい るた め、 日本語に よる複雑な説

明はで きない,そ のた め、視覚的 な教材(絵 カー ドや矢印カー ドな ど)の 準備 が必要

となる。 ど うすれば分 か りやす く学習者に伝 えることができるか、そ して楽 しく練習

できるかをポイン トに補助教材を作成 した。

授業中は2グ ループに分かれた際の練習の拠 当と、実習生の応用練習の手助 けを行

う、2グ ループでの練習では、先生 と教務補助で教え方に差が出ない よ うにす ると同
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時に、学習者の状況や質問に も柔軟に対応 しなければな らな らない。また、教室後方

で実習生が見学 してい るので、は じめの頃はかな り緊張 したが、 しだいに慣れていっ

た。

授業終 了後は先生 と授業の内省を行 った。 自分の行 動を振 り返 り、それ を他者(先

生)に 伝 える作業を繰 り返す うちに 自分の教え方 のくせや問題点 、良い所 を意識化す

ることができた。 これ は私に とって小 さなアクシ ョン ・リサーチ となった。

3,学 んだ こと

r発音Aク ラス」の授業は聞 き取 りや リピー トの基本的な練習だけでな く、サイ レ

ン トウェイ、TPR、VTS等 の教授法 も取 り入れ られ て進め られている。実習生 として履

修 した際 は、見学 と実習で精一杯であったが、教務補助 として入 った際にはあ る程度

の余裕 を持 って学習者の成長 ・変化の過程を見 るこ とができた。

教師がモデル発音 しなくて も、学習者はtry&err・rで 自分の中で発音 のルール作 り

を した り、学習者同士のグループダイナ ミクスで協同学習を行 った りしていた。 韓国

出身の学習者 ・Aさ んは同 じ韓国出身の学習者 ・Bさ んに、rBさ んの動詞の発音 は最

後の 『一ます』の ところが韓国語みたい」 と指摘 した ことがあった。教師が指導する

よ り、学 習者同士の方が、教師が見落 としがちな指摘 をし、聞きやすい 自然な発 音に

なることもしば しば見 られた。

また、発音に関 して学習者に習得の意識化(振 り返 り作業)も 行 った。学習者にイ

ンタ ビューを行い、 どうや って 自己モニター能力 を身 に付けていったか、 どうや って

学習ス トラテジーを作 ったか等を聞いていった。 タイ出身の学習者 ・Cさ んは初 めの

頃、rナ 」 とrダ 」の混同が よく見 られた。そ こで、鼻 をつまんで両者の違い を意識化

させ練習 を行 った。学期が進むにつれCさ んのrナ 」 とrダ 」の発音は 自然 になって

いった,そ の理由を聞いた ところr発 音す る前にひ と呼吸置 くよ うに している」 とい

うス トラテジーや、r単語カー ドを作成 して毎 日少 しずつ練習 している」とい った練習

方法 を聞 くことがで きた。 これは母語話者 の私に は想像 もしていなかった ことであっ

た。

4,お わ りに

私は学習者の成長 の過程を 目の 当た りに し、教師は学習者が学ぶ よ うな仕掛 けを作

り、そのきっかけをポンと出せ ば、学習者は学ん でい くものだ と感 じた。教師は仕掛

け ・きっかけを作 ることが大切で、そのために念入 りな事前の打 ち合わせや準備が必

要であ ることも分か った。 これ は発 音だけではな く、文字 ・表記、文法、作文、 口頭

表現な ど全てに当て はまることであろ う。

私は3学 期間 「発音Aク ラス」の教務補助 を した。実習生 として履修 した分 も含め
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ると、修士課程 の2年 間ずっ と発音 クラスにかかわっていた。教務補助 を通 して先生、

学習者か らクラス活動の方法や習得の知識 を学 んだ。 ここで体験 した こと、得た知 識

は私が今後 目本語教師 として教室 に入 る際の大 きな宝物 とな るであろ う。

(サ トウ マサ コ ・博士後期課程1年)
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